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圧電材料をセンサ・アクチュエータに用いた矩形平板の振動制御
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構造物の振動モードには、必ずノーダルラインが存在する。このノーダルライン

と、センサ・アクチュエータが一致すると、スピルオーバが生じ、制御効果が得ら

れないことがある。本発表では矩形平板を対象とし、 PVDFフィルムと圧電セラミク

スをそれぞれセンサ・アクチュエータに用いて、スピルオーバ問題を回避する手法

を発表する。あわせて、圧電材料をセンサ・アクチュエータに用いた振動制御効果

について発表する。

Keywords：振動制御、スピルオーバ、 PVDFフィルム、圧電セラミクス

1．はじめに

構造物の振動制御は、振動モードの抑制を目

指すものが多い。特にアクティブ制御を謂じる

際には、センサ、アクチュエータ、コントロー

ラが必要であることは改めて述べるまでもな

いが、スピルオーバ間題を回避することも、ア

クティブ制御を講じる上で重要な事項のひと

っと言える。このスピルオーバ現象を招いてし

まうと、いかに高等な制御系を構築しても、制

御効果を得ることができないばかりか、制御を

講じたことによって状況を悪化させてしまう

ことがある。これは振動制御において、逆加振

を招くことになり、最悪の場合、対象構造物に

ダメージを与えてしまう恐れがある。したがっ

て、スピJレオーバ問題は制御系設計の際に回避

しておきたい問題であるが、物理的に避けられ

ないこともある。例えば、加速度ヒ゜ックアップ

に起因する観測スピルオーバがある。振動計測

においてもっとも一般的なセンサであるが、セ

ンサの設置位置によって、観測スピルオーバが

生じる。なお、スピルオーバには観測スピルオ

ーバ、制御スピルオーバなどの種類があるが、

本発表では、センサ、アクチュエータそれぞれ

の次元においてスピルオーバを回避する手法

を示す。

2．スマート・クラスタ・センサ

ここでは、既報(I)にて提案しているスマー

ト・クラスタ・センサについて簡単に述べる。

このセンサは観測スピルオーバを回避するた

めのセンサとして提案したものであり、 3章で

述べるスマート・アクチュエータ (2)と組み合わ

せて用いることで、観測スピルオーバと制御ス

ピルオーバの両者を回避することができるよ

うになる。

さて、ここでは先の研究との整合性を保つため、
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